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ナ シ 栽培従事者に 多く み られ る鼻 ， 眼ア レ ル ギ ー 症状が 職業性花粉症 に 起因す るか 否か を解明す
る た め に 免疫学的手法を用 い て その 原因花粉 を同定し ． さ らに ， 疫学的な 9年間の追跡調査 を実施 して
その 花粉ア レ ル ギ ー の 有病率や 発生率 を明 らか に す る こ と を本研究の 目的と した ． 対象は富山県 K 地
区の 専業ナ シ 栽培従事者84名く男48人 ， 女36人1 で あ る ． その 成績 は以下の 如 くで t 鼻症状 の 有病率 は
16句 25％ で あ っ た ■ 喘鳴や 呼吸困難 の 有病率は そ れ ぞれ9．5％と1．2％ で あっ た ． 鼻症状 の季節変化 は
1980年 と同様 に198 9年 に も認 め られ た － 花粉症の 有病率 は198 0年の 10． 7％か ら1989年に は19．0％ に増 加
した ． 花粉症 の 9年間の発症率は ， 3．2％か ら15．8％で ある と 評価さ れ た ． 鼻ア レ ル ギ ー 日記と作業 との
関連性 を検討す る こ と に よ り ， 4月後半か ら 5月初旬 に お こ な わ れ る ナ シ の 人工 授粉 に よ り発症す る 花
粉ア レ ル ギ ー の典 型 的な症状 は鼻症状と眼症状で あ る こ と が確認さ れ た ． 呼吸機能検査 は果樹園近く で
人工 授粉作業 の 前後 と そ の 車中 に 実施 し た と こ ろ ， ピ ー ク フ ロ ー 値 くpe ak expir atory flo w r ate，
P E F Rlや 一 秒 率くo n e s e c o nd fo r c ed e xpir ato ry v olu m e， F E Vl．O如こ は明ら か な変化は認め ら れ なか っ
た ． しか し， 人 工 授粉作業開始以後 ， 努力性呼気肺活量 の 25％流量くm a xim u mflo w r ate at 25per
Ce nt Of F V C， V25J の低下 が認 め ら れ た ． ナ シ 花粉や ス ズメ ノ カ タ ビラ 花粉の特異的免疫 グ ロ ブ リ ン E
くim m u n oglobulinE， Ig即 抗体 を ラ ジ オ ア レ ル ゴ ソ ル ベ ン ト テ ス ト くr adio allergo so rbe nt te st， R A S Tl
に よ り証明し た ， ス ズメ ノ カ タ ビラ 特異的IgE 抗体 はす べ て の 花粉 ア レ ル ギ ー 症例 で認め られ た が ， ナ
シ 花粉特異的 工gE 抗体の 出現頻度は 9人中2人 の みで あ っ た ． R A S T抑制試験お よ び オク タ ロ ニ ー 試
験 に よ り ， ナ シ 花粉 と ス ズメ ノ カタ ビラ 花粉 の 主 な ア レ ル ゲ ン の 成分 は異な る こ とが 示 され た ． 以上 の
成績よ り ， 果樺 園作業者が ナ シ 花粉と ス ズ メ ノ カ タ ビラ花粉 に 暴露 され る と ， その 中 に 特異的工gE 抗体
を産 生 す る作業者が現わ れ ， 季節的な花粉の 暴露 に よ り ア レ ル ギ ー 症 状 を惹起 す る こ と が疫学的に 証明
され た ．
Key w o rds pe arfarm e r s， pOlle n allerg y， longitudin al study， Spe Cific
im m u noglobulin E a ntibody， r adio allergos orbe nt test
近年， ア レ ル ギ ー 疾患の 増加1，2一に 伴 い ， 公衆衛生 学 きお こ さ れ た 気管支喘息例 や ， ブ タ ク サ に よ る 花粉
的立場か らも ， 職業性ア レ ル ギ ー 疾患が 注目 され 研究 症刀 が こ れ ま で に 報告さ れ て い る ． 中で も ， リ ン ゴ ， ナ
さ れるよ う に な っ て き た 引力 ． 北陸地方 に お い て も
，
反 シ な どの 果樹園作業 に 伴う花粉症の 発生増加8桝 は ， 慶
応染料と よ ばれ る 一 群の 染料 や5l， ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 業技術の 近代 化 技術革新と関連 した 新し い 職業性疾
の原材料で ある トル エ ン ジイ ソ シ ア ネ ー ト句 に よ り ひ 患と して 注目され てい る ． ま た
，
職業性花粉症 は ， 典
Abbr eviations 二 F E Vl．Ot％， O n e S e C O nd for c ed expir ato ry v olu m e こF V C， fo rc ed vital
Capa city ニ IgE， im m u n oglobulin Eニ P E F R， pe ak e xpir atory flow rateニ R A S T，
r adio allergo so rbe nt testi V5O， m a Xim u mflo w r ate at 50 perc ent of F V Cニ V25， m a Xim u m
no w rate at 25percent of FV C
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型 的即時型 ア レ ル ギ ー の疾病像 を呈 す る た め ． ア レ ル
ギ ー の 本態 を研究， 理解 す る上 で も ， 注 目す べ き健康
障害と考 え られ る ．
そ う した観点 か ら ， 富山県内の ナ シ 果樹園作業者 に
お い て ， 花 粉症 に 注目 し ， 疫学的 ， 臨床的 お よび免疫
ア レ ル ギ ー 学的立場 よ り研究 を行 っ て来 た ． 本報告 で
は ， 9年間 に わ た る疫学的追跡研究の 成果 を述 べ る と
と も に ， 本花粉 ア レ ル ギ ー の 原因抗原に つ い て ， 免疫
学的検討 を加 え た成績 に つ い て 述 べ る ■
対象 お よ び方法
工 ． 疫学的追跡調査
者山県の K 地区の 専業ナ シ 栽培従事者 を対象 に ，
花粉症 に 関す る最初 の疫学調査 が1 98 0年 に 実施 さ れ
た
10，
． その 疫学調査で は92名 に つ い て調 べ ら れ ， 呼 吸
器症状 の有症率 ， 花粉 ア レ ル ゲ ン に よ る皮膚反応陽性
軋 血清免疫 グ ロ ブ リ ン E くim m un oglobulinE， IgEl
抗体陽性率 な ど横断研究に よ る 成績が得 られ た ． 同集
団 に 対 して ， 1 989年 に 追跡調査 を実施 し ， 質問 掛 こよ
る自覚症状調査 お よ び ， 花粉 ア レ ル ギ
ー の 疑 わ れ る も
の に 対 して は直接面接調査 を実施 した ．
工1
． 空 中花粉と呼吸器症状 に 関す る調 査
ナ シ 果樹園 の中心地 に Du rha m の 標 準花粉採取
台11，をお き ， 空中花粉 を捕集 した ． 採取 し た空中花粉
は カ ル ベ ラ 液12I で 染色 し ， 光学 顕微鏡 に よ り検鏡 し
た ． 花粉型の 同定に は ， 幾瀬 の花粉塾分類
1引 を参照 し
た ．
空中花粉 と呼吸器症状 と の 関連性 を検討 す る た め
に ， 花粉症例 に お い て ， 鼻ア レ ル ギ
ー 日記 に よ る自覚
症状調査 を行 っ た ． また ， 作業環境 と呼吸機能 の関連
性 を検討す る た め に ， 6例の 花粉症例 に お い て ， 花粉
飛散前後 で ， 以下の 各種呼吸機能検査 を実施 した － そ
れ ら は努力性肺活量くforc ed vitalc apa city，F V Cl，
一
秒 率 くo n e s e c o nd for c ed e xpir ato ry v olu m e，
F E Vl．0％1， ピ ー ク フ ロ ー 値 くpe ak e xpir atory flo w
r ate， P E F Rl， 努 力性呼気肺活量 の5 0％流量くm a xi
－
m u mflo w r ate at50pe rc e nt of F V C， V5J， 努力性
呼気肺活量 の25％流量くm a xim u mflow r ate at 25
pe r c e nt ofF V C， VJ お よ び 身長 で補 正 した50％流量
くV5。per height， VJHtl， 身長 で 補 正 し た2 5％流量
くV25per height， V2JHtJ で ある ． 測定 に あた っ て は ，
オ ー ト ス パ イ ロ メ
一 夕 ー A S－1 000くミ ナ ト ， 大 阪1 に
X．Y レ コ ー ダ ー くY B P社 ， 神奈川Iを接続 し ， フ ロ
ー
ポ リ ウ ム 曲線
14I を描記 した ．
調査期 間は ， 1983年 2月16 日 か ら， 1983年 5月10 日
まで で あっ た ．
m ． 免疫 ． ア レ ル ギ ー 学的検討
ナ シ くJapa n e se pe a r， Pyr u sp yrifolia Nakail 花粉
お よ び果樹園の下草 で あ るイ ネ科植物 ス ズメ ノ カタ ビ
ラ くAn n u al blu egr a ss， Po a a n n u aL．1花粉 を採取し，
デ キ ス ト ロ ー ス フ ェ ノ
ー ル 液 くdextr o s ephen ol 液，
D P液1 で 抽出し ， 抗 原抽出液 を作製 した
均
一 花粉ア レ
ル ゲ ン 抽 出液 を用 い て ， 宮本 の方法
拘171に よ り ラ ジオ
ア レ ル ゴ ソ ル ベ ル ト テ ス ト くr adio a11e rgo s orbe nt
te st， R AS Tlを 実施 し， 花粉特異的IgE 抗体 を測定し
た ．
125I一標 識抗 IgE 抗血清等 は ， P hadeba s R AS T
K itくP ha r m a cia ， Up ps ala，Sw ede nlを使用 した ． 血清
IgE 値 は IgE P RISTくPha rm a Cialに より 測定 した ．
ま た R A S T抑制試験IBlに よ り ， ナ シ 花 粉抗原の特異
性 に つ い て検 討 を加 えた ． す な わ ち ， ナ シ お よび ス ズ
メ ノ カ タ ビ ラに 対 し て 高抗体価 を示 し た 患者 3人の
プ ー ル 血清 を用 い た ． 患者プ ー ル 血 清 5叫 1 と ナ シあ
る い は ス ズ メ ノ カ タ ビラ花粉抽出液 と を混和 し， 2時
間室温 で静置 した後 ， ア レ ル ゲ ン デ ィ ス ク と の反応性
を R A S T で測定 し ， 抑 制率 く％ inhibitio nl を求め
た ． 更 に ， 花粉抽出液 を用 い て フ ロ イ ン ド完全アジ ュ
バ ン ト で ウサ ギく早，3 EgI に 免疫 し ， 得 ら れ た抗血 清
を用 い て ， ナ シ 花粉 と ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ花粉の 共通抗
原性 を オ ク タ ロ ニ ー 法
1別 に よ り検 討 した ．
成 績
工 ． 疫学的追跡調査結果
1980年 の 検診 お よ び1989年 の追跡調査 を受診したも
の は ， 男48 人， 女3 6人， 計8 4人 で あっ た く表 り ． 同集
団の1980年の 自覚症状成績は ， 表 2に 示 す よう に ， 鼻
症状が16．7旬 20．2％ ， 喘鳴が3．6％ ， 呼 吸困難発作を
伴う も のが2．4％認 め ら れ た ． 皮膚症状 は34．5％と高
率 に 認 め ら れ た が男女差 が大 きか っ た ■
1 98 9年の 自覚症状成績 は ， 表 3 に示 す よ うに ， 鼻症
状が16．7へ 2 5．0％， 喘鳴が9．5％ ， 呼 吸困難発作を伴
Tablel． Se x a nd age distributio n ofs ubjects e x
－
a min ed in 1980a nd 1989
Nu mbe r ofs ubjects




50 － 59 15
60 － 69 5
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うも の が1．2％認め られ た ■ 鼻汁 ， 鼻 問お よ び 喘鳴 の
有症率は ， や や 増加傾向 を示 す も の の 有意差 は認め ら
れな か っ た －
1980年， 1989年の 鼻症状発症 の 季節的変動 を図 1 に
示 した ． どち らも ， 発症の ピ
ー クが 4 へ 6月 に 認め ら
Table2． Clinic al m a nife statio n s ofJapa n es epe a r
far m e rsin1980
Fr equ e n cyく％Jofs ubje cts
Showing e a ch sympto m
Sympto m




Rhin o rrhe a
Na s al obstr u ctio n





Oc ular sympto m
く1acTim atio n o r
C O nJun CtivitesI
Cuta n e o u s sym ptom
くc o nta ctder m atitie sン
12．5 22． 16．7































1 8．8 5．6 34 ．5
．
Nu mber ofsubje cts examined
Table 3． Clin c al m a nifestatio ns ofJapa n ese pear
farm fa r m e rsin 1989
Frequpcyく％Iofs ubje cts
Sho w lng e a Ch sympto m
Sympto m




Rhin o rr e a
Nas alobstru ctio n






Oa crim ation of
CO nJu n CtivitsI
Cuta n eo u s sympto m




































Nu mbe rs ofsubje cts e x a min ed
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れ たが ， 1980年に は ， 4月と 6月 を頂点と す る 二 峰性
を示 した も の が ， 1989年 に は ， 5月 を頂点 と す る 一 峰
性の ピ ー ク と し て 認 め られ た ．
1980年 に 花粉症 と診断さ れ た も の 9例の う ち ， 症状
消失 は 1例の み に 認 め られ た ． 追跡期間中に 新 た に 季
節性の 鼻症状， 眼症状が 発症 し， 花粉症発症 の疑わ れ
た症例が表 4 に 示 す よう に 男3 人， 女 5人 ， 計 8 人観
察 され た ． 8 症例 に つ い て観察す る と ， 年齢 は49才以
下が 8例中 7例 を占 め て い る こ と
，
1980年 の 皮膚反応
で は ， ナ シ あ る い は ス ズメ ノ カ タ ビ ラ に対 し て 陽性 を
示 し たも の が
，
8例 中7例 に 認め られ る こ とが 判明 し
た ． また ， 人 工 授粉作業従事後20年以上 して発症 し た
も の が 4例く50％1 認め られ た ．
工1
． 空 中花粉と呼吸器症状と の 関連性
典型的 な花粉ア レ ル ギ ー 症状を示 した ナ シ 栽培従事
者 に お い て ， 鼻ア レ ル ギ ー 日 誌に よ り自覚症状 の 推移
を把握 し ， 空中花粉飛散状況と の 関連性を検討 し た ．
症例 は ， 表 5 に 示 す よう に35才の 女性 で あ る ． 職業
は ナ シ 果樹栽培 で ， 人工 授粉作業等 に12年間従事 し て
い る ． 鼻症状 を中心と し た ア レ ル ギ ー 症状 は 2 一 句 3年
前 か ら毎年発症 して い る ． 作業時に マ ス ク着用 な ど の
予防手段 は講 じて い な か っ た ．
皮膚反応で は ， ナ シ ， ス ズメ ノ カ タ ビラ ， カ モ ガ ヤ
花粉 に 陽性 を示 し た が ， ス ギ花 粉に 陰性 を 示 した ．
R A S T法に よ る特異的 IgE 抗体の 測定で は ， ナ シ の
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Fig． 1． Se a s on al cha nge s of the in ciden c e of
n a salsym ptom sof 84Japa n es epe a rfa r m e rs．
－
， 1980ニ
． － － － ． ■
， 1 989．
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4月19 日か ら 5月 9 日 まで の 期間 に お い て ， 空中花
粉飛散状況 と自覚症状の関連性 を ま と め た も のが 表 6
で ある ． 調査期間内 に 捕集 され た花粉数 は ， ナ シ39個
ノc m2， ス ズメ ノ カ タ ビ ラ332個ノc m
2 で あ っ た 一 ナ シ 花
粉 は 4月25日 に25個ノcm
2
と 最高値 を示 したが ， ス ズメ
ノ カ タ ビラ花粉の最高値 ， 4 月26 日の115個ノc m
2 に は
お よ ば な か っ た ． ス ズメ ノ カ タ ビ ラ は ， 開花期が ナ シ
と近似 して い る が ， 飛散花粉数は相対的 に 多い こ とが
示 さ れ た ．
自覚症状 に つ い て み る と ， ク シ ャ ミ と水様性鼻汁は
4月2 1 日 よ り発症 した が ， 当日 に は人 工授粉作業が開
始 さ れ た ． 鼻閉 と眼 の 痔み な ど眼症状は 2日遅れ て発
症 した ． 症状は ， その 後 ， 空 中花粉飛散期 に ほぼ 一 致
し て認 め ら れ ， 人工 授粉作業終了後 ， 4 ル 5 日 して果
Table 4． Ca s es with su spected polle n o si du ringthe obs e rv atio nperiod
Du r ation of M A J ， S kin test
． ． fo r
Ca守e Age ． ．t se x． 笥蒜諾ム還 れ霊芝空





































． M ， M alei F，fem ale
－．Re sults ofskin testsin 1980




Du r atio n of far m w o rk
Du ration of a rti丘cialpo11in ation








Japa n e sepe ar
An n u al blu egr a ss
Japa n e s e c edarくSugり
Orcha rd gr a ss
Ho u s edu st
Co ntro1
月A 5rs co 柁
Japa n e s epear
An nu al blu egra s s
Tbぬgなg
fe m ale
35ye a r s old
pe a rfa r m e r
12ye a rs
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ナシ果樹園作業者 に お け る花粉症
Table6． Daily cha nges of alle rgic sym ptom sin a pole n o si c a se
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肋 嘲 頼 政 画 加 持 珊 瑚 C m
21
Japan es epearpOllen l O O O O O 25 12 01 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Gr asspOlle n O 2 11 15 74 46 11514 2418 4 2 7 30 17 3 0 5 44
伽 研 叩 肋 励
Snee zing
Rhin o rhe a
Na salc onge stio n
Itchy eyes
旅 仰 紗 0戒
＋ 甘 骨 甘 骨 ＋ 甘 ＋
甘 甘 甘 甘 甘 骨 廿 ＋ 骨 鼎 珊 ＋
甘 酢 甘 ＋ 骨 壮 冊．．廿
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Fig． 3． Se a s o n al cha nge s of Vs。in six polle n o
－
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S．D ．
■， pOlle n o si c a se くn ニ 61i O， he althy s ubje－
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樹園 に お け る花粉暴露の 減少に と も な い 消失 し た ．
IIl． 作業期間前後 の 呼吸機能検 査成横
同じ症例に つ い て ， 人 工 授粉作業等の 行わ れ る 前後
で呼吸機能検査を行 っ た ． FVC， F E VIYO％ に は ， 大き な
変化は認 め られ な か っ た ． し か し ， 最大呼気速度 ， 特
に V25に 若干の 変化が う か が わ れ た く表 り ． そ こ で ，
6例の 花粉症例 に お い て ， 最大呼気速度等 を作業前後
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Fig．4． Se a so n al cha nges of V25in six polle n o
－
sis c a s e s． Ea ch v alu e r epr e se nts the m e an士
S．D．
■ ， pOlleno sis c a s esくn 二 61i O， he althy s ubje－





Table8． R A S Tsc o r e s a nd clinical data ofnin e polle nosis c ase s
で測 定 し比較 した ． こ の 6症例 に は ， 明 らか な喘息症
状 を訴 えた も の は い な か っ た ．
P E F Rの 2月16 日か ら 5月10 日 まで の 推 移 を比較
した も のが 図 2 であ る ． 10名 の 健康対照群 と比 較し
て ， 花粉作業等 の開始さ れ た 4月20 日以後に ， 著明な
低下 は認 め られ な か っ た ． 同期間 に お け る V50の推移
を 比較 した も の が 図3 で あ る． 4月20日頃 に 低下傾向
は認 め ら れ る も の の ， 有意差 は得 られ な か っ た ． 同期
間の V25の 変化 は， 図 4 に示 す が ， 4月20 日以後． 有
意の 低下 と して 認め られ た ．
1V． 免疫 ． ア レ ル ギ ー 学的 検討
1980年 の 疫学調査 の結果 ， 男 5 人， 女 4人 ， 計9名
の 花粉症患者 が み い だ さ れ た ． R A S T法 に よ り特異
的1gE 抗体を測定 した結果， ス コ ア 1以上を 示 したも
の は ， ナ シ に 対 して は2 人く22－2％1， ス ズメ ノ カタビ
ラ に 対 して は 9 人く100％1 であっ た く表 81一 皮膚反応
陰性 を示 した 健常者20人 に お い て は ， ナ シ お よび ス ズ
メ ノ カ タ ビラ と もす べ て ス コ ア 0で ス コ ア 1 以上を示











Fig． 5． R A S T inhibitio n te st． 0， An n u al
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ナ シ果樹園作業者に お け る花粉症
花粉症例全体 に お け る ナ シ 特異的 1gE 抗体の 出現
頻度は ， ス ズメ ノ カ タ ビラ特異的工gE 抗体 に 比 較 して
低か っ た ． そ こ で ナ シ 抗原の ア レ ル ゲ ン と して の独自
性に つ い て更に 検討 し ， 以下の よ う な成績 を得 た ．
1 ． R AS T抑制試験
R A ST 抑制試験 と して ， ナ シ ペ ー パ ー デ ィ ス ク を
使用 し，
一 定の 花粉 ア レ ル ゲ ン が ， 花 粉症患者血清中
王gE 抗体 の反応性 を どの よう に 阻害す るか検討 した ■
図5 に 示 すよ う に ， ナ シ に 対す る 工gE 抗体 の 反応性
は ， ナシ 抗原に よ っ て は ， 明 ら か に 抑制 さ れ る も の
の ， ス ズ メノ カ タ ビラ抗原 に よ っ て 抑制さ れ る こ と は
なか っ た ． こ の 成績 は ， 今 回作製 した ナ シ ペ ー パ ー
ディ ス ク の 特異性を 示 して い る ．
2 ． オ ク タ ロ ニ ー 試験
ゲル 内二 重拡散法の 結果を図6 に 示 した ． 中央部の
ウサ ギ抗ナ シ 抗血 清と ナ シ花粉抗原 との 間 に は明確な
数本の 沈降腺が生 じた ． しか し ， 抗 ナ シ 抗血清と ス ズ
メノ カタ ビラ花粉抗原と の 間に は明確 な沈降線 は形成
され ず， ス ズ メ ノ カ タ ビラ と ナ シ の 間に 主 要 な共通抗
原性は認め られ なか っ た ． マ イ ナ ー な抗原性 に つ い て
は． 更に 方法の 問題も含め ， 検討す べ き も の と考 えら
れた ．
考 察
近 年， ア レ ル ギ ー 疾患の 増加 ， な か で も ス ギ花粉症
等の花粉症増加が指摘 され て い る ． 果樹 園作業 に伴う
g． 6． Ou chte rlo nytest． P l， P2，Jap an e S epe ar
polle n a ntigenこ G l， G 2， G 3， An n u al blu egr a ss
polle n a ntige n妄 A．P， Anti－pe a r－ pO11e n antis e r－
u mニS， S alin e．
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職業性花粉症 と し ても
，





ク ラ ン ボ 瑚 ， ウメ
怒1 等の 栽培者の当該植物花粉 に よ る
花粉症症例 が報告 され て き て い る こ とよ り それ ら の 実
態が 明 らか に な り つ つ ある ． しか し， こ う した果樹園
作業者の 花粉症 の予 防対策や治療 を考 える 際， 健康障
害の広が り ， す な わ ち当該花粉症の 有病率お よ び発生
率を把握 して お く必 要が ある 狗 ． しか し， こ う し た 花
粉症 に 関す る 疫学調査 は ， あま り行わ れて お ら ず， 追
跡調査 を行 っ て 発生率 を検討 し たも の は み あ た ら な
い ．
そ こで
， 著者は 今回 ， 9年目 の追跡調査 を試み た ．
198 0年の 調査で は， 92人 に つ い て調べ られ た が ， 1989
年の調査 で は ， その う ち84人 に つ い て追跡調査 が可能
で あっ た ． 残 りの 8人中2 人 は死亡 ， 2 人 は離職 して
お り ， 4人 は調査時不在 であ っ た ． 死亡 ， 離職 と花粉
症と の直接的関連性は認 め られ な か っ た ．
ナ シ 果樹園作業者 に つ い て ， 集団と し て観察す る
と
，
1 980年 に 認 め られ た 4月 へ 6月の 季節性の 鼻症状
発症は持続 して お り ， 1 989年 に は ， 5月 を中心と す る
一 峰性の ピ ー ク と して よ り季節性が明確に 認め ら れ る
よう に な っ た ．
1980年 の 調査 で は花粉症 と診断さ れ た も の は 9人
く10．7％I で あ っ たが ， 1989年 に は16 人く19．0％1 に増
加 した ． 新 しく発症 した と考 え られ る例が 8例存在 し
た の で ， 9 年間の 発生率は9．5％ く95％ 信頼域 ， 3．2〆 V
15．8％1 と 考 えら れ た ．
興味深い こ と に ， 新 しい 発生例8例中7例が 1980年
調査で ナ シ 花粉あ る い はス ズ メ ノ カ タ ビラ 花粉 に 対 し
て皮膚反応陽性を示 し てい た ． こ の こ とは ， 皮膚反 応
陽性で 示 さ れ る ア トピ ー 性体質は ， 果樹園花粉症発生
の危険要因 m の 一 つ で あ る こ と を示 唆 し て い る ． ま
た ， 49才以 下の も の が 8例中7例 を占めて い た が ， こ
の こ と は ， 年令要因も花粉症発生 に 関連 した 因子 で あ
る こ と を示 唆 して い る ．
な お ， 症状消失の も たら さ れ た症例 が 1 例み い だ さ
れ た ． 53才の 女性で ， 皮膚試験 で はス ズ メ ノ カ タ ビ ラ
に の み 陽性 を示 して い た ． こ の ス ズメ ノ カ タ ビラ と い
う植物 は ， イ ネ科に 属 する越 年草 で ， ナ シ 果 樹園の 下
草の 優先種と して 北 陸地方で は普通 に み られ る もの で
あ る
28I
． そ の た め皮膚反応陽性率は ， 果樹園作業者 に
著 しく高率 で ， 1980年 に 実施 した92人 に つ い ての 調査
で は
， 陽性率 は31 ．5％に 達 した ． ち なみ に ， 同皮膚試
験 を山村住民247 人に 実施 し たと こ ろ ， 陽性 率は3．2％
で あ っ た と報告
か1 され て お り ， 果 樹園作業者に お い て
は 約10倍高率 に な っ て い る ．




草除草を 行 っ てお り ， そ う した対策が奏功 し た と も考
え られ る ．
次 に
，
追跡調査 で新た に 発生の 観察さ れ た 典型的花
粉症例 に つ い て記 載した ． 症例 は35才の 女性 で ， 人工
授粉作業等 に10年間従事 して 発症 し た ． 空中花粉お よ
び作業内容 と自覚症状の 関連性 を検討 す る と ， 果樹園
内 に お い て 人工 授粉作業等 を行 っ て い る時期 に ， 空 中
花粉飛散状況 に 一 致 して ， ア レ ル ギ
ー 症状 が発現し て
い る こ と が 判明 し た ．
本症例に R A S T法 を実施 した と こ ろ， ナ シ お よ び
ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ の 両 方 に 高値 を示 し た ． こ の こ と
は ， 果樹園花粉症 の診断に R A S T法 は有用 な 方法 で
ある こ と を示 して い る ． ま た ， 本症例 に お い て呼吸機
能検査 を実施 し たが ， V器 に 若干 の 変化 は疑 わ れ る も
の の はっ き り し た変化は認 め ら れ な か っ た ．
同様の 呼吸機能検査 を， 他 の 5例 を含め た 6 例に つ
い て 行い ， 1 0 人 の健常対照群と 比 較 した と こ ろ ， 花粉
作業期以後 ， V25に 有意の 低下 が認 め ら れ た ． Vぉ は ，
下気道 に お ける 細気道 の閉塞性 の 変化 を反 映 し てい る
も の と考 え られ るが ， 近年 ， 花粉症 に お い て下気道 の
過敏性の存在す る こ と が報告
醐
さ れ て お り ， 本研 究
の 成績も そ の こ と を支持す る も の で あ る 一
次 に ， 花粉 ア レ ル ゲ ン に 対 して ， 免疫 ． ア レ ル ギ
ー
学的 な検討を行 っ た ． 広く 行わ れ て い る 皮膚反応は ，
簡便 か つ 敏感な 方法で あ る が ， 被検 者 に ま れ に ア ナ
フ ィ ラ キ シ ー を惹起 す る こ と ， 特異性が や や 低 い な ど
の 間濱点が指摘さ れ て い る ． そ こ で ， ナ シ お よ び ス ズ
メ ノ カ タ ビラ に 対す る特異的IgE 抗体 を R A S T法に
ょ り測定 した ． 著者 らの 開発 した R A S T法 に よ る成
績が ， ナ シ果樹園作業者に お い て 測定さ れ た 最初の報
告で ある と 思わ れ る ．
198 0年 に 花粉症 と さ れ た 9 名 に つ い て ， 特 異 的
IgE 抗体 を測定 した と こ ろ ， ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ に 対 す
る 工gE 抗体 は全例 に 検出さ れ る も の の ， ナ シ に 対す る
工gE 抗体 は ， 数例 に検 出さ れ る の み で あ っ た ． そ こ
で ， ナ シ 花粉抗原の ア レ ル ゲ ン と して の 独自性 に つ い
て ， 検討 を加 え た ．
R A S T抑制試験 は， 花粉抽出液 の 力価 の 検討や 花
粉類 の 共通抗原性の研究 に と っ て ， 比 較的簡便で再現
性の あ る有用 な方法で あ る
糊
． 今 回 の検討 の結果 ， ナ
シ 花粉デ ィ ス ク と結合す る 患者血清中1gE 抗体 は ， ナ
シ 花粉抽出液 に よ っ て 中和 さ れ る も の の ． ス ズ メ ノ カ
タ ビ ラ花粉抽出掛 こよ っ て 中和 さ れ な い こ と が 示 さ れ
た ． こ の 結果 は ， ナ シ 花粉ア レ ル ゲ ン が ス ズ メ ノ カ タ
ビラ花粉ア レ ル ゲ ン と 異 な っ て い る こ と を示 し て い
る ．
ナ シ は虫媒花 なの で ， 従来， 花粉症 の 原 因とは なら
な い と考 え られ て い た ． しか し， 今 回 の 成績 は ， ナシ
花粉 も職業性暴露 に より 1gE 抗体 を産生 す る こ と を
示 し て い る ． ナ シ 花粉 は ， 同 じ バ ラ科で ある リ ン ゴ 花
粉等 と の 間に 共通抗原性が存在す る と報告
叫
され てお
り ， ア レ ル ゲ ン の上 か ら も ， ナ シ 花粉症 と リ ン ゴ 花粉
症の近似性 が 示 さ れ て い る ．
ま た ， ウサ ギ 抗ナ シ 抗血清 を用 い た オ ク タ ロ ニ ー 試
験 に よ っ て も ， ナ シ 花粉抗原と ス ズ メ ノ カ タ ビラ花粉
抗原 と は ， 主 要 な 成分が 異 な っ て い る こ と が 示 さ れ
た ．
以 上 の免疫学的結果よ り ， ナ シ 果 樹園作業者に お け
る花粉症は ， ナ シ花 粉お よ び ス ズ メ ノ カ タ ビラ花粉吸
入 に よ り ， 特異 的1gE 抗体産生が も た ら さ れ ， 再度花
粉暴霹 をう けた 場合 ， ア レ ル ギ ー 症状 が 惹起さ れる も
の と考 え られ た ．
こ う し た職業起因性 ア レ ル ギ ー 疾患 は近年， 様々 な
産業分野 に お い て問題 と な っ てき てい る
3の
． 今回 の 著
者ら の疫学研究 は ， こう した ア レ ル ギ ー 惹起性物質を
取り扱 う場合 ， 疫学的研究に も と づ く産業医学軌 総
括的予防対策が必要 に な っ て い る こ と を示 し てい る ．
す な わ ち第 1 に， 皮膚反応は 工gE 抗体測定に より，
感受性者 を早期発見 で き る可能性 があ る 一 こ れ は職業
選択 ， 配置転換 と関連 し た問題で も あ る ． 第2 に ， 作
業 内容 の 検討 である ． 人 工授粉作業等 を衛生学や 工学
的立場 か ら見直す必要が あろう ． 第 3 に ， 環境改善で
あ る ． こ こ で は ， 下草除草の問題 と関連 し た問題でも
あ っ た ．
そ う した 意味か ら ， 下草除草に よ り症状改善のもた
らさ れ た症例が存在 した こ と は注目に あた い する 一 中
村誠一 は職 業性喘息の 予後 に つ い て全国的 な調査を実施
し ， 減感作療法 は予 後 を 良 く す る有 用 な 手段である
が ， 抗 原暴露 を減ら す対策も極 め て重要 と考 えられる
と述 べ て い る が ， 果樹 園作業者 に お け る 花粉ア レ ル
ギ ー に つ い て も 同様 の抗原回避 の重要性が示 さ れた ■
今後 ， ア レ ル ギ ー 疾患 に 対す る 臨床的ある い は免疫
学的成果 に ， 疫学的 あ る い は 産業医学的研究成果をく
み あ わせ る こ と に よ っ て ， ア レ ル ギ
ー の 予防対策を大
き く 前進 させ る 可能性があ る もの と考 え られ る ．
結 論
富山県の K 地区の専業ナ シ 栽培従事者 に 見られ た
花粉症 に 関 し て ， 疫学的 な 9年間の 追跡調査 を行い ，
更 に 原因抗原 に つ い て免疫学的検討 を行い ， 以 下の 結
果 を得 た ．
1 ． 84人 に つ い て ， 追跡調査 を行 い ， 鼻症状 は16
旬
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25％， 喘鳴が9－5％， 呼吸 困難発作が1．2％ に 認め ら れ
た． 4月 か ら 6月 に 認め られ た季節性の 鼻症状の 発 生
は追跡調査で も 減少 は確認 され なか っ た ． ま た ， 花粉
症の 有病率 は， 1 粥0 年に は10．7 ％， 1989年 に は19．0％
であ っ た ． ま た 花 粉症 の 9 年間 の 発生率 は 9．5％
卵％ 信頼域 ， 3－2
旬 15．8％ン であ っ た ．
2 ． 果樹園の 花粉症 の 典型的 な症状は ， 人 工 授粉期
に お ける鼻症状 ， 眼症状 な どで ある ． 喘鳴症状 を合併
してい な い 6症例 に お い て ， 花粉作業前後 で 呼吸機能
検査 を実施 した と こ ろ ， P E F Rや F EVl．順 に は明 らか
な変化は認め ら れ な か っ た － し か し ， 人 工 授粉作業開
始以後， Vぉの 変化が 認め ら れ ， 下気道 に 閉塞性変化の
生じる こ とが 示 唆さ れ た ．
3 ． ナ シ 果樹園作業者中の 花粉症患者 に 関 し て ，
R AS T法に よ り ， そ の 血 清中に は じめ て 花粉特異的
短E 抗体を証明す る こ と が で き た ■ しか し ， 花粉症患
者9例に 占め る特異的IgE 抗体の 出現頻度は ， ナ シ 花
粉特異的 工gE 抗体 は 2人 く22．2％ユ の み で ス ズ メ ノ カ
タ ビラ花粉特異抗体 が 9 人く100％I 認め ら れ た こ と に
比較 して低率で あ っ た ．
4 ． R A S T抑制試験お よ び ， オ ク タ ロ ニ ー 試験 に
よっ て ， ナ シ花粉 と ス ズメ ノ カ タ ビ ラ花粉は独立 した
アレ ル ゲ ン で あっ て ， 主 なア レ ル ゲ ン 成分は 異な っ て
い る こ と を明ら か に し た ，
以上の成績 よ り果樹園作業者 の花粉症 の原因と し
て， ナ シ 花粉と ス ズ メ ノ カ タ ビラ 花粉 は ， 特 異的な抗
原性 を持 ち， 一 定期 間の 暴露の 後， 感 受性 を示 す作業
者に 花粉症 を惹起す る こ とが 疫学的 に 証明さ れ た ．
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Epide miologic al a nd Allergologic al Studie s o nPo11e n osi in Japa n e8ePe ar
Far merB M asakazu Yo shida， Depart m ent of Public Health， Scho ol of Medicine，
Kanaza W aUniversity， Kan a zawa 9 2 0
－ J． Ju z en M ed． S OC． ， 99， 439 － 4 4 9り990J
Eey w o rd8 pearfar m er， PO11e n allerg y， lo ngitudinal study， SPeCific im m u n oglobulin E
a ntibody， r adioallergos orben t test
A bstr a ct
A n epide miologic al fo1lo w － uP Study of 8 4pe a rfa r m e rs was car ried o ut
ov er 9 years t odeter min e the prevalen c eand incide nce of occ upational pollen a11e rg y．
Caus al po11ens w eve e xa mined by im m u n ological m ethods． T he follo wing r es ults were
obtained． The prev alence oL n asal sym pto m sra nged fro m 1 6to2 5％ ． The pr e valence of
wheezing and dyspn e aw a s9．5％ and l．2％， reSpe Ctiv ely． Seasonal fluct u tio n s of the nasal
sympto m s w e re de mons tra ted in the 1 9 89su rv ey as w ell as the 1 9 80sur v ey． T he
pre v alenc e of polle n alle rgy， Which w as10．7％ in 19 8 0， incr e a s ed to19．0％ by 19 8 9－ T he
inciden ce of p．01len allergy w as estim ated t obe fro m 3．2％ to 1 5．8％ during the 9－ye ar
period． T he ty plC al m a nifestations of the pollen alle rgy w ere na s al and ocular sympto m s
during the tim e of a rtificialpollin atio n， Which was undert ake nin lateAprilto e arly May．
ResplratOry func tion wa s exa mined before， during and afte r the artiLic al pollination
pe riod ． T he v alu es of pe ak e xpir at oryflo w r ate and o ne s e cond fo r c ed e xplra t Ory VOlu me
didn ot cha nge during the ex a min atio n period fr o m Febru aty to May， Where asthe
m a xim u mflo vi r ate at 2 5 pe rce nt of F VC valu e w a sfo u nd to be de cr e a s ed during and
afterthe artificial pollin atio n． Im m u n oglobulin E くIgEl a ntibodies specific to Japa nese
pe ar polle n or ann ual blu egra sspollen w e re dem o ns tra ted by the radioalergos orbent te s t
くR ASTl． IgE a ntibodies speCific to an n u al bluegr ass w ere fou nd in e v e ry pollen allergy
C aSe． Ho w ev er IgE a ntibody spe cific toJapane sepea rpollen w asdete cted in only 200f 9
pers ons having pollen allerg y． The major co mpon e nts of the Japan e se pear alle rgen s w e r e
fo u nd to differfro m those of an nu al blu egra ssby the RAST inhibitio n technique a nd
Ouchterlony tes t． These r esults de m ons tra ted the epidemiological cha r a cte ristics of the
pollen allergy ifar mers are expo sed to pollens s u ch a s pe ar and a n n u al blu egr a s s， a nd
S Ome Of them produ ce spe cific IgE a ntibodies， With a11e rgic alle rgic sym pto m s o c c u rrl ng
With s e a s o n al e xpos u r et opolle ns．
